
●ねらい
航空局が行っている飛行方式設計者初期訓練を民間企業に対して開放することにより、参加いた
だく皆様に各空港の進入や出発等の飛行方式及び航空路を含む飛行経路を設計する知識・技術を
幅広く習得していただき、聴講後の飛行方式設計に係る資料作成等の業務を行う機会に活かしてい
ただくことができます。
●内容
前半（フェーズ１）には、飛行方式設計の一般基準、
既存航法における進入方式・出発方式を、後半
（フェーズ２）にはRNAV航法を用いた進入方式・
出発方式の訓練を行います。講義と実際に方式を
描画、検証を行う演習形式により研修を進めていき
ます。
●対象者
飛行方式設計に携わる計画のある企業
●期間（フェーズ１，２通して参加いただきます）
フェーズ１： 4週間程度
フェーズ２： 2.5週間程度
講義時間8:30から17：15まで(適宜休憩あり)
●時期
未定。現在、聴講の募集はありません。

○内容、期間については変更となる場合があります
ので募集要項発表時にご確認ください。
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